
30 開講区分

　（　2　） 月曜日・1時限

回数 日程 授業形態

1 演習

2 演習

3 演習

4 演習

5 演習

6 演習

7 演習

8 演習

9 演習

10 演習

11 演習

12 演習

13 演習

14 演習

15 演習

準備学習　時間外学習 演習問題等で操作を復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 

 株式会社滋慶出版　　COMPUTER　BASIC　WORD2019、Excel2019

前期まとめ・teamsへアップロード確認

後期本試験　Wordでの文書作成テスト

テーマ課題作成・teams提出 10分タイピングテスト

PowerPointの基本操作、作成、編集ができ
る プリント演習

オブジェクトの挿入、アニメーション、画面
切り替えを使いこなすことができる

テーマ課題作成実習 PowerPoint演習問題課題①

第2章 数式と基本の関数、書式設定がで
きる 第3章復習問題

第4章 グラフ機能（棒グラフと円グラフ）で
表現できる 第4章復習問題

Excelのまとめ　課題作成 課題提出

第3章 オブジェクト（画像、図形）を活用し
た文書作成ができる 第3章復習問題

第5章　簡単な表が作成できる プリント課題提出

第1章 Excel基本操作、入力、範囲選択、
保存ができる

PCの基本操作とアプリの起動ができる
タイピング、ダウンロード確認

第1章 文書の効率の良い編集をすることができる
（ｵｰﾄﾌｫｰﾏｯﾄ、書式設定）

第2章 便利な機能の使い方、基本文書の
作成が作成できる 第2章復習問題

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・専攻 エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅰ部)

教員の略歴 株式会社日立製作所で営業・インストラクターを経て、東北六県で企業、役所、自衛隊、専門学校、短大ほかでパソコンの研修を担当

授業の
学習内容

社会に通用する仕事のツールとしてコンピュータは必須です。
Word、Excelの基本操作はもちろん、PowerPointでの発表の場も業種問わず増えています。スマホやタブレットの慣れから
キーボードが使えない人がいる現状の中、パソコンの基礎は一番大事です。
簡単な案内文書からチラシやポスター作りへの応用、またExcelの表を自在にグラフ化など操作、編集できるようにする。
Power Pointでは、スライドを思い通りに作成し、様々な場面で自分を表現できるように力をつけていく。
授業を通じて３つのアプリケーションの最低限の基礎をしっかりと使えるようになってほしい。

到達目標　

10分間タイピング　　４００字以上入力できる.
Wordで仕事で通用するように効果的な文書が３０分程度で作成できる。
Excelを使用して表からグラフ化まで作成できる。
Power Pointを使用して明確に自分の伝えたいことをスライドに表現ができようにする。

評価方法と
基準

１）定期試験：Word50％（社外文書が６０分以内で作成できるか評価）
　　　　　　　　 PowerPoint30％（与えられたテーマを盛り込みスライド5枚で表現できるか評価）
２）態度・提出物：20％（授業内での課題の取り組みで評価）

授業計画・内容

担当教員 小野寺幸子

( Information Technology ) 授業
形態

演習
総時間
（単位）

前期

1科目名
（英）

 Information Technology
必修
選択

必修 年次



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 〃

3 ／ 〃

4 ／ 〃

5 ／ 〃

6 ／ 〃

7 ／ 〃

8 ／ 〃

9 ／ 〃

10 ／ 〃

11 ／ 〃

12 ／ 〃

13 ／ 〃

14 ／ 〃

15 ／ 〃

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

テスト 〃

まとめ 〃

ハリネズミについて理解し管理できる 〃

フェレットについて理解し管理できる 〃

フクロモモンガについて理解し管理でき
る

〃

プレーリードックとジリスの管理について
理解できる

〃

シマリスについて理解し管理できる 〃

ハムスターについて理解し管理できる 〃

チンチラの管理、ウサギについて理解できる 〃

ウサギの管理、リス科動物について理解
できる

〃

プレーリードックとジリスについて理解で
きる

〃

モルモットについて理解できる 〃

モルモットの管理、デグーについて理解でき
る 〃

デグーの管理、チンチラについて理解できる 〃

飼養管理に対する責任について理解す
る

ノート整理とまとめ

教員の略歴 競走馬牧場、乗馬クラブ、総合ペットショップ、移動動物園の勤務経験あり、NPO法人生態科学研究所副理事

授業の学習内
容

身近な哺乳類について分類や品種、習性や体の特徴などを知ることで正常な状態なのかを知り適正飼育ができる
ように学ぶ
またその動物の病気や飼育環境についても学び飼育に生かす

到達目標　
・動物について学び適正飼育ができるようになる
・動物たちについて理解しようとする、努力ができる
・正常を知って異常に早く気づき、適切に報告や対応、検証ができるようになる

評価方法と基準 授業内評価：40％　　定期試験：60％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

長嶺 幸介

授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

年次 1 担当教員

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅰ部)

科目名　　　　　　　　　　　　　動物の健康管理
（英）　　　　　　　　　　　（Health Management of Animals）

必修
選択

必修



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 試験

15 ／ 講義

科目名
（英）

公衆衛生学Ⅰ
必修
選択

必修選択 年次 担当教員 髙山清次

(Ｐｕｂｌｉｃ Morality Health ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

前期

1

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅰ部)

教員の略歴 1985年麻布大学大学院獣医学部博士課程修了、ブルークロス動物病院院長

授業の学習内
容

疾病や健康増進のしくみを学び、理解し明確な知識を持って、動物関係の仕事をする時はもちろんのこと、日常生
活においても、この知識を役立てる。

到達目標　
この科目を受講した学生が、動物飼育の仕事に携わる時、公衆衛生の知識を持って、行動できることを目標とす
る。

評価方法と基準 定期試験：80％　授業内評価：20％

授業計画・内容

公衆衛生の概要を把握する。 講義範囲を予習・復習する。

動物のよい飼育環境を理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①環境衛生について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

②環境衛生について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

疾病の定義について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

防疫について、実践できる。 講義範囲を予習・復習する。

①消毒のしくみについて理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

②消毒のしくみについて理解することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①病原体について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

②病原体について理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

ワクチンの仕組みについて述べることができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

①ズーノーシスを理解することができる。 講義範囲を予習・復習する。

学校の図書室にある公衆衛生関係の本やインターネットを利用する。

②ズーノーシスの予防を実践することができ
る。 講義範囲を予習・復習する。

評価試験 試験範囲を勉強し、試験後、見直す。

評価試験返却・解説・まとめ 試験範囲を振り返り、理解を深める。

準備学習　時間外学習 学校の図書やインターネットを利用して講義の範囲内を予習・復習する。

　【使用教科書・教材・参考書】　 



30 開講区分

2

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 講義

14 ／ 講義

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

【嗅覚】　動物の聴覚のしくみを理解する。 動画視聴

【味覚】　動物の味覚のしくみを理解する。 動画視聴

【総括授業】総括授業を行う。 レポート課題

【視覚４】　眼以外の視覚(松果体・赤外線感
知) 動画視聴

【聴覚１】　動物の聴覚のしくみを理解する。 動画視聴

【聴覚２】　動物のエコ-ロケーションのしくみを
理解する。 動画視聴

【視覚１】　眼の構造と機能について理解す
る。 動画視聴

【視覚２】　色覚のしくみについて理解する。 動画視聴

【視覚３】　動物たちの行動と色覚との関係を
理解する。 動画視聴

【循環器系１】　心臓構造と血液循環について
理解する。 動画視聴

【循環器系２】　循環系の検査方法(心拍数・
血圧・心電図)について理解する。 動画視聴

【中枢神経系】　脳の役割と検査方法(脳波)に
ついて理解する。 動画視聴

【骨格系１】　骨格の構造と機能を理解する。 動画視聴

【骨格系２】　Caイオンと骨の関係を理解す
る。 動画視聴

【骨格系３】　動物たちの行動と骨格のしくみ
の関係を理解する。 動画視聴

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅰ部)

教員の略歴 農学博士、近畿大学農学部水産学科非常勤講師。環境省(財)環境科学総合研究所にて高濃度のCO2および農薬が生物に及ぼす影響について研究。海外での環境保全・野生動物保護活動を行う(アル
ゼンチン国立ラプラタ大学にてラプラタ川の生物調査、カンボジアのメコン川およびボルネオのキナバタンガン川に生息するカワイルカの調査と保護活動) 。

授業の学習内
容

動物園など動物飼育の仕事において、専門知識や技術をもつ人材を養成するだけでなく、根底にある動物達の解
剖学的・生理学的要因を学ぶ。動物の体のしくみについての基礎的知識を習得し、これから実施していく動物園な
どでの業界研修のときにに必要とする知識を習得することを目的とする。

到達目標　
受講者は、この授業を履修することによって、動物を仕事で扱う際に何か問題が起きたとき、その動物がなぜその
ようになっているのか？　その問題の根底にある原因を考えられるようになることを目標とする。

評価方法と基準 試験40%、出席60%

授業計画・内容

担当教員 伊藤ななお

(  Anatomy and Physiology of Animals ) 授業
形態

講義
総時間
（単位）

後期

1科目名
（英）

動物の体のしくみ
必修
選択

必修選択 年次



120 開講区分

8 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義

2 ／ 講義

3 ／ 講義

4 ／ 講義

5 ／ 講義

6 ／ 講義

7 ／ 講義

8 ／ 講義

9 ／ 講義

10 ／ 講義

11 ／ 講義

12 ／ 講義

13 ／ 実習・講義

14 ／ 講義

15 ／ 講義・試験

　【使用教科書・教材・参考書】　 

授業中に授業用プリントを配布

レポート作成に関する基礎知識 授業内容の予習と復習

各国昆虫フェアに関して 授業内容の予習と復習

準備学習　時間外学習

昆虫の個体価値評価方法を理解するこ
とができる。①

授業内容の予習と復習

昆虫の個体価値評価方法を理解するこ
とができる。②

授業内容の予習と復習

カメイ美術館訪問・試験対策 授業内容の予習と復習

昆虫学と倫理について理解することがで
きる。

授業内容の予習と復習

虫供養 授業内容の予習と復習

採集に関する基礎知識を理解することが
できる。

授業内容の予習と復習

アカデミックソースの活用方法①アカデ
ミックライティングの基礎を理解すること

授業内容の予習と復習

アカデミックソースの活用方法②アカデ
ミックライティングの基礎を理解すること

授業内容の予習と復習

甲虫学基礎。体の仕組みについて理解
することができる。

授業内容の予習と復習

分類学①昆虫における分類学の基礎を
理解することができる。

授業内容の予習と復習

分類学②記載文を理解することができ
る。

授業内容の予習と復習

分類学③記載文を理解することができる。 授業内容の予習と復習

学科説明 授業内容の予習と復習

教員の略歴 2020年に英国にて学士取得（動物学）。甲虫標本専門店標本商花滝代表。主な研究テーマはコガネムシ上科の分類。

授業の学習内容
昆虫に関する分類学、生理学、解剖学、歴史学などの幅広い分野の学問の基礎を学ぶ。さらに昆虫ブリーダーと
して、それぞれが飼育・販売業界でどのような関連性があるか、活用可能であるかをケーススタディ等を用いて理
解する。

到達目標　
昆虫に関する幅広い分野の学問の重要性を理解し、昆虫ブリーダーとしてそれらの知識を活用する事が出来るよ
うになる。

評価方法と基準 筆記試験100％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

担当教員 小林一秀

(英) (  Principles of Entomology  ) 授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

通年
学科・専攻 エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅰ部)

科目名 昆虫学Ⅰ
必修
選択

必修選択 年次 1



120 開講区分

8 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 ／ 講義・演習

2 ／ 講義・演習

3 ／ 講義・演習

4 ／ 講義・演習

5 ／ 講義・演習

6 ／ 講義・演習

7 ／ 講義・演習

8 ／ 講義・演習

9 ／ 講義・演習

10 ／ 講義・演習

11 ／ 講義・演習

12 ／ 講義・演習

13 ／ 講義・演習

14 ／ 試験

15 ／ 講義

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

遺伝的多様性と選択育種の基礎 演習内容の予習・復習

試験 　

振り返り 講義内容の予習・復習

成虫期の飼育と繁殖行動 演習内容の予習・復習

羽化した成虫の性別判別とセックス比の
理解

演習内容の予習・復習

成虫の寿命と寿命延長のためのケア 演習内容の予習・復習

卵の管理と孵化のプロセス 講義内容の予習・復習

幼虫期の飼育と成長管理 演習内容の予習・復習

幼虫期からさなぎへの変態とサナギ期の
管理

演習内容の予習・復習

昆虫の飼育環境とエサの選定 講義内容の予習・復習

カブトムシとクワガタの飼育管理と健康
管理

演習内容の予習・復習

カブトムシとクワガタの繁殖と交尾行動 講義内容の予習・復習

昆虫の多様性とブリーディングの重要性 講義内容の予習・復習

カブトムシとクワガタの特徴と生態 講義内容の予習・復習

 カブトムシとクワガタの生活史と成長段
階

講義内容の予習・復習

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科・3年制(昼間Ⅰ部)

教員の略歴 インセクトブリーダー、なかよしめだ「くわかぶ部」のスタッフ即売会出店、卸、イベント主催、メーカーからの試験等多分野で活動

授業の学習内
容

インセクトブリーダーを理解し、適切な生体管理・ブリーディングができるために必要な技術・知識を学ぶ

到達目標　
基本的な知識、技術を習得し、インセクトブリーダーとして適切な昆虫の管理・ブリーディングを行えるようになるこ
とを目標とする

評価方法と基準 定期試験の結果（80％）に、授業態度と参加度（20％）を加味して評価する。

授業計画・内容

担当教員 瀬田真広

(    Insect bleeding Ⅰ       ) 授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

通年

1年科目名
（英）

昆虫ブリーディングⅠ
必修
選択

必修選択 年次



30 開講区分

2 曜日・時限

回数 日程 授業形態

1 講義

2 〃

3 演習

4 〃

5 〃

6 〃

7 〃

8 〃

9 〃

10 〃

11 〃

12 〃

13 〃

14 講義・演習

15 〃

準備学習　時間外学習

　【使用教科書・教材・参考書】　 

テスト 〃

振り返り・まとめ 〃

手話で簡単なコミュニケーションが取れる 講義範囲を予習・復習する。

手話で簡単なコミュニケーションが取れる 講義範囲を予習・復習する。

手話で簡単なコミュニケーションが取れる 講義範囲を予習・復習する。

手話で趣味が表現できるようになる 講義範囲を予習・復習する。

手話で公共交通機関が表現できるように
なる

講義範囲を予習・復習する。

手話で動物の名前が表現できるようにな
る

講義範囲を予習・復習する。

手話であ行～な行を表現できるようにな
る

講義範囲を予習・復習する。

手話でな行～わ行を表現できるようにな
る

講義範囲を予習・復習する。

手話で都道府県が表現できるようになる 講義範囲を予習・復習する。

手話について理解する 講義範囲を予習・復習する。

手話で自分の名前が表現できるようにな
る

講義範囲を予習・復習する。

手話で数字が表現できるようになる 講義範囲を予習・復習する。

聴覚障碍者について理解する 講義範囲を予習・復習する。

教員の略歴 仙台大学、各種カルチャーセンター手話講師として長年勤務。工藤手話企画代表。

授業の学習内容 来園者や顧客として聴覚障碍者に出会ったとき、相手の立場を理解してふさわしい接客が行えるようになる。

到達目標　
・聴覚障碍者について理解する
・「言葉」以外のコミュニケーション方法を学ぶ
・手話を用いて最低限のコミュニケーションができるようになる

評価方法と基準 授業内評価：20％　　試験：80％

授業計画・内容

学習内容 準備学習　時間外学習(学習課題）

工藤 豊

授業
形態

講義・演習
総時間
（単位）

後期

年次 1 担当教員

学科・ｺｰｽ エコ・コミュニケーション科Ⅰ部

科目名　　　　　　　　　　　　　　　　　　手話
（英）　　　　　　　　　　　　　　　　（　Sign language　）

必修
選択

必修選択


